
新科学館の検討状況について 

 

１．展示等の実施設計について  

○ 展示等の内容案は別紙のとおり 

○ 今後、本案をベースに最終調整を行い、年内で仕様を確定予定 

○ 令和３年１月以降、展示及び内装・設備等の整備に着手予定 

※ 令和２年１２月補正予算を計上予定 

 

２．北九州イノベーションギャラリー（KIGS）の改修について 

○ 本年７月に基本・実施設計に着手 

○ 現在、工作室・実験室の新設やトイレ改修等を設計検討中 

○ 令和３年度に改修工事を実施予定 

 

３ 今後のスケジュール 

令和２年１２月  実施設計終了 

  令和３年 １月  展示製作に着手 

令和３年 ３月  KIGS改修の基本・実施設計終了 

  令和３年度    プラネタリウムの仕様調整、製作・設置【継続】 

内装・設備等の整備 

KIGS改修工事 

  令和４年春    開館予定 

令和２年１０月２８日 

子ども家庭局青少年課 



スペース・ ラ ウンジ

Zone 1 導入展示

Zone 2 感じ て考える

( 屋上 )
天体観測ド ーム

Zone 3 わから ないを 考える

深まる!!

北九州の街に隠さ れた

科学を発見する

科学の現象を

多方面から

観察する

多彩な科学の視点から 「 考える力」 が身に付く 科学館

「発見／観察／探索する」といった展示体験を通じて、
子供たちの好奇心を「考える」につなげ、科学的な思考を養います

展示全体にち り ばめら れた展示物や解説によ り 、

限ら れた空間を よ り 広く 見せ、 宇宙空間を 浮遊し て

いる よ う な不思議で美し く 、 心地よ い

非日常空間を 作り 出し ます。

いろ いろ な視点、 いろ いろ な切り 口、

思考のプ ロ セスなど、 展示アイ テムに多様な

入口を 用意する こ と で、 来館者が科学の本質を

考える き っ かけと なり ます。

発

見

す

る 身近な北九州の街から 科学を 発見する

楽し みを 醸成し 、 科学の目を 養います。

北九州の街に隠れた

科学や技術を発見！ 展示構成

展示構成

展示構成

受付

北九州市ウォ ール

北九州市スト リ ーム

企業連携

大学連携
防災展示

藤田哲也博士展示
 竜巻の科学

2階へ

常設展示1

企画展示室

エン ト ラ ン スホール
キッ ズ

北九州市ポータ ル

2 階多様なミ カ タ で

科学の現象を観察！

天体観測のよう に

展示資料や解説を探す

1 階

2 階

3 階
深まる・ つながる

SC IE N CE デジタ ルコ ンテンツで
展示解説をより 深める！

北九州市ポータ ル

キッ ズ

科学の現象

ちり ばめら れた

展示から 探す

［ 展示の考え方］

3F

2F

1F

共用部

イ ベント

1 階

( 展示テーマ ) 
く らし に役立てら れている北九州市の
企業・ 大学・ 学校の技術や未来の技術紹介
( ねら い )
科学と 北九州のつながり を 感じ ても ら う と と も に、
北九州の未来を 考える 場と し ても ら う 。

(展示テーマ) 
未就学児を対象とし た親子で 楽し めるゾーン
(ねら い)
未就学児から 科学や科学館で 遊ぶこと による科学や科学館のファン づく り 。

( 展示テ ーマ ) 
「 科学現象の不思議」
( ねら い )
展示室の導入と し て直感的に科学の現象に
驚く 展示を 展開し 、期待感を 高める 。

( 展示テ ーマ ) 
「 不思議と 思う ・ 不思議を 科学する 」
( ねら い )
科学の原点で ある 不思議と 思う 心を 育み、
不思議と 思う 現象を 科学的視点で 考え る 。

( 展示テ ーマ )
「 科学の進歩と 未知への旅」
( ねら い )
現代科学でも 解明さ れ切っ ていない
身の回り の様々な現象や最新科学を 紹介する 。

( 展示テ ーマ ) 
「 こ んなにも 宇宙に近い北九州市」
( ねら い )
宇宙開発の歴史にふれ、
科学技術への興味と チャ レ ン ジ精神の
醸成を 促進する 。

3 階

観

察

す

る

探

索

す

る

＋

＋

＋気象シン ボル

つながる!!

展示室の天井や壁面など、あちこちに かざ し て
隠れた 解 説 が 楽し める。

シン ボル展示にかざし て展示解説には
書きき れない情報を 紹介。

北 九州市の街と つな がる 情 報をCATCH!!
竜巻発生装置に向ければ竜巻を 科学的に学べる 。

館全体を 隅々まで楽し めるよう 、共用部にも 情報を展開。
館内スタ ンプラリ ーなどで探し に来たく なる。

イベント や企画展と の連携で いつも 新し い科学と つながる。
リ ピータ ー創出にも 役立ちます。

W ith コ ロナへの取り 組み
館内で不特定多数が触れる箇所を

減ら し 、 接触機会を 抑制し ます。

スマート フ ォ ン などを 活用し たAR・ VRなどのデジタ ルコ ン

テン ツ で、 さ ら に深い情報を 入手。 1・ 2・ 3Fから 館内共用

部まで、 科学を 探す楽し みが広がり ます。

シンボル展示
映像展示

カ ガク のミ カ タ

企業連携

PLAY! SCIENCE

PLAY! SCIENCE

3階へ

常設展示2

常設展示3

Zone 2 感じ て考える

Zone 3 わから ないを考える

Zone 1 導入展示

宇宙開発技術

月面着陸

宇宙に行っ た人々

宇宙の不思議

北九州市と 宇宙

屋上
天体観測ド ームへ

ホワイ エ兼
常設展示4

スペースラ ウン ジ

プラ ネタ リ ウム

別紙
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1階
北九州

北九州市ポータル
北九州市のまちと科学がつながる ALL北九州市でつくるフロア①

■平面構成 ■展示イメージ

➏

➊➋

➌

➍
➎

➊北九州市ウォール

北九州市をモチーフとした映像の中から、

来館者が街に潜む科学・産業の情報を探し出

すデジタル体験コンテンツ。

北九州市の産業を支える企業や先進技術、そ

してそれらがどのように暮らしに活かされてい

るのかなどを、高さ約４ｍ・幅約１２ｍのダイナ

ミックな壁面映像で知ることができます。さらに

北九州マイスターやものづくりの歴史など、北

九州市が誇る情報が詰め込まれた魅力発見

ウォールです。

➋北九州市ストリーム

北九州市の街並みが３D再現された映像の中

を、鳥の視点で空中散歩する体験コンテンツ。

普段は見ることのできない視点で街をかけめ

ぐる疑似体験によって、知らなかった街のすが

たを発見することができます。北九州市を滑空

する心地よさと、散りばめられた北九州市なら

ではの情報を探す体験は、何度来ても楽しむ

ことができます。
壁面に映し出された映像にタッチすると、
詳しい情報を引き出すことができます。

➋

■展示構成案

➊北九州市ウォール

➋北九州市ストリーム

➌北九州市の災害を科学する

➍Mr.トルネード 藤田哲也博士

➎竜巻を科学する

➏大学紹介コーナー

北九州市立大学・早稲田大学・九州工業大学

1階展示室入口演出について

科学の不思議やSDGsなどの色をイメージした、照明演

出など、1階展示室にふさわしい入口演出で期待感を醸

成します。

➊
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1階
北九州

北九州市ポータル
北九州市のまちと科学がつながる ALL北九州市でつくるフロア②

■平面構成

➍

■展示イメージ

➌

➎

➏

➊➋

➌

➍
➎ ➏

➌北九州市の災害を科学する

災害のメカニズムや防災対策を、科学館ならではの切り口で学習します。

北九州市の地形模型に浸水想定範囲や土砂災害警戒区域などをプロジェクション

マッピングで投映し、地理的特徴から直感的に災害リスクや防災行動を学べます。

➍、➎Mr.トルネード 藤田哲也博士、竜巻を科学する

国内最大の竜巻シンボル展示を中心に、藤田博士の功績やエピソードをたどります。漫画風イ

ラストや貴重資料とともに、藤田博士の人柄や今も受け継がれる研究者としての偉大さを感じる

ことができます。藤田博士の竜巻への熱意を知り、光やARによる演出の竜巻展示を体験するこ

とで、より深い科学の視点で竜巻を観察することができます。

➏大学紹介コーナー
北九州市内の理工系大学が行う研究に応じて、自由自在

にレイアウト変更できる展示壁面や什器を設置します。

また、ワークショップなどのスペースを確保し、学生主体の

実演を行うことができます。

博士が作成した子竜巻の図解博士愛用のカメラ 博士が作成した
イースタン航空６６便
墜落分析図

■展示構成案

➊北九州市ウォール

➋北九州市ストリーム

➌北九州市の災害を科学する

➍Mr.トルネード 藤田哲也博士

➎竜巻を科学する

➏大学紹介コーナー

北九州市立大学・早稲田大学・九州工業大学

展示壁面イメージ

防災グッズについては、実物を展示するほか、年

齢や家族構成などの情報を入力することで、必要

なグッズや備蓄量が画面に表示されます。情報は

持ち帰ることができ、実際の備えに役立ちます。

また、ガスメーターの復旧や災害伝言ダイヤルなど

の災害シミュレーション体験もすることができます。

防災グッズ情報イメージ
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